
学校番号 306 

 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

教科書 『新編詳解地理Ｂ改訂版』（二宮書店） 

副教材等 新詳地理資料『ＣＯＭＰＬＥＴＥ』（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・世界の気候、地形、経済、文化について興味を持つ。 

・地図や写真、統計資料などをきちんと読み取る 

・作業学習に意欲的に取り組む。 

２ 学習の到達目標 

・現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察する。 

・現代世界の地理的認識を培う。 

・国際社会に主体的に生きる日本人の資質を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:思考・判断・表

現 

c:資料活用の 

技能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理

的諸事象・課題に

ついて意欲的に

学習し、理解しよ

うと努めたか。 

現代世界の地理的

諸事象について、

地域性や歴史的背

景を踏まえ、地理

的見方考え方から

考察することがで

きたか。 

地図の読図や作

図、衛星画像や空

中写真の読み取

りなど、地理的技

能を身につける

ことができたか。 

現代世界の地理

的事象について

の基本的知識を

身につけ、相互の

関連性や課題を

理解することが

できたか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にま

とめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価 

方法 
a b c d 

１
学
期 

様
々
な
地
図
と
地
理
的
技
能 

・地理情報と地図 

・国と国との結びつ

き 

・地図の種類とその

利用 

・地理情報の地図

化 

・地図の活用と地

域調査 

 

 

 

 

  

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:現代世界地図について様々な技術を利用

して作られた地図の読図や比較、地理情

報の地図化などの活動を通して現代世界

の地図に対する関心と課題意識を高め、

それを意欲的に追求しとらえようとして

いる。 

b:リモートセンシング・ＧＩＳなどを利用

して作られた地図の有用性について考察

しその過程や結果を適切に表現できる。 

c:時代背景や地図の中心の違いなどによる

世界観を考察し、その過程や結果を適切

に表現できる 

d:作成方法や世界観が異なる現代世界の

様々な地図を収集・比較して、有用な情報

を適切にできる。 

ワークシート 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

・世界の地形 

・世界の気候 

・日本の自然環境

の特徴と人々の生

活 

・環境問題 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

a:世界の地形について、営力的な視点から

様々な大地形、小地形、その他の地形があ

ることの考察を基に災害と恩恵などの人

間生活との関わりにたいする関心と意識

を高める。 

b：世界の気候について、気温、風、降水と

いった気候要素と緯度、水陸分布などの

気候因子の関係から、気候の成り立ちを

系統地理的に捉える視点や考察方法を基

に、各気候区の分布や農業など人間生活

への影響を多面的、多角的に考察する。 

c:日本の地形と気候、自然災害にたいする

データや写真を収集し、有用な情報を適

切に選択しまとめる。 

d:世界の環境問題の概要と対策、地球温暖

化、森林破壊、砂漠化の事例、日本の環境

問題の特徴と対策について、系統的地理

的に捉える視点や考察方法を理解し、そ

の知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 



  

       

２
学
期 

資
源
と
産
業 

・産業の発達と変

化 

・世界の農林水産

業 

・食糧問題 

・世界のエネルギ

ー・鉱産資源 

・資源・エネルギー

問題 

・世界の工業 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:世界の農林水産業について農業地域区分

や林水産業に関する分布や動向などに関

する考察 

b:食糧問題について、発展途上国や先進国、

日本の食糧問題の状況とその成因を、系

統地理的に捉える視点や考察方法を基に

多面的・多角的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c:エネルギー資源や鉱産資源の生産や分布

に関する統計などの諸資料を適切に収集

し、収集した資料から有用な情報を適切

に選択してこれを基に資源、エネルギー

問題について読み取る。 

d:資源やエネルギーの不均衡や石油情勢、

エネルギーのあり方について系統的に捉

える視点や考察方法を理解しその知識を

身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

資
源
と
産
業 

・第３次産業 

・世界を結ぶ交通・

通信 

・現代世界の貿易

と経済圏 

・人口・都市・村落 

・人口問題 

・村落と都市 

・都市居住問題 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:現代世界の第３次産業の発展と世界と日

本の観光業の特色に関する考察を基に第

３次産業や観光業に対する関心と課題を

高めそれを意欲的に追求し、捉えようと

している。 

b:現代世界の貿易と経済圏について、多様

化する貿易や貿易の地域差、経済圏と貿

易のあり方を系統的に捉える視点や考察

方法を基に、多面的・多角的に考察しその

過程や結果を適切に表現している。 

c:人口爆発や少子高齢化の人口動態に関す

る統計や事例などの諸資料を適切に収集

し、収集した資料から有用な情報を適切

に選択して、これを基に世界人口問題に

ついて読み取った図表などにまとめたり

している。 

d:村落と都市の立地、発達、機能や都市の

特徴について、系統地理的に捉える視点

や考察方法を理解し、その知識を身につ

けている。 

定期考査 

ワークシート 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内

容（小単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観

点）について○を付けている。 

３
学
期 

現
代
世
界
の
地
域
区
分 

・民族・領土問題 

・地域区分とは何か 

・地域区分の様々

なスケール 

・現代世界の諸地

域 

・地誌の考察方法 

・地域の比較 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

a:現代世界の民族・領土問題について、言

語、宗教をめぐる問題、領土をめぐる問題

に関する考察を基に、現代世界の民族・領

土問題に対する関心と課題意識を高め、

それを意欲的に追求し、捉えようとして

いる。 

b:地域区分とは何かについて、地域とは何

か、どのような視点や方法で区分できる

か、地域区分することの意義や有用性を

多面的・多角的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c:スケールの違いによる地域区分の地図な

どの諸資料を適切に収集し、収集した資

料から有用な情報を適切に選択してこれ

を基に地域区分におけるスケールとは何

かについて、読み取った図表などにまと

めたりしている。 

d:多様な事象を項目ごとに整理して静態的

に考察する方法、特色ある事象と他の事

象を有機的に関連づけて動態的に考察す

る方法、対照的または類似的な性格の二

つの地域を比較して考察する方法の三つ

の方法とはどのようなとらえ方かを理解

しその知識を身につけている。 

レポート 

ワークシート 

定期考査 


